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ピカピカの小学生デビュー！
　町立小学校の入学式が４月８日におこなわれ、左沢小学校

で41名、本郷東小学校で20名の児童が入学しました。写真は

左沢小学校の入学式の様子です。上級生の花のアーチに迎え

られて、ワクワクドキドキの学校生活のスタートです。



　
今
年
の
冬
は
、
例
年
に
な
い
雪
の
少
な

さ
か
ら
町
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
暮
ら
し

や
す
い
冬
と
な
り
ま
し
た
。
山
に
雪
が
少

な
い
と
い
う
こ
と
は
、
一
方
で
夏
の
水
不

足
な
ど
の
心
配
に
も
繋
が
り
、
自
然
が
織

り
な
す
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
の
前
に
、
人
間

が
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
現
実
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
が
こ
の
町
に

住
み
続
け
ら
れ
る
佇

た
た
ず

ま
い
に
は
、
先
人
が

知
恵
を
出
し
合
い
工
夫
を
重
ね
な
が
ら
築

い
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
自

然
と
調
和
し
た
生
活
を
大
切
に
し
、
英
知

と
努
力
を
結
集
し
、
み
ん
な
が
力
を
合
わ

せ
助
け
合
い
な
が
ら
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
「
総
活

躍
社
会
」
に
向
か
っ
て
、希
望
を
胸
に
「
明

る
く
広
が
り
、
強
く
つ
な
が
る
」
新
し
い

年
度
が
始
ま
り
ま
す
。
今
ま
で
積
み
上
げ

て
き
た
多
く
の
誇
り
高
い
実
績
を
ジ
ャ
ン

プ
台
に
し
た
、「
地
方
創
生
」
の
本
格
的

な
幕
開
け
の
年
度
で
す
。
大
都
会
に
負
け

な
い
、
世
代
の
安
定
継
続
を
画
し
た
光
の

見
え
る
町
の
創
生
で
あ
り
、
地
域
社
会
の

資
源
活
用
の
新
し
い
発
明
を
期
し
た
船
出

の
年
度
で
あ
り
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
「
夢
と
希
望
」
を
共
有
し
な
が
ら
、

地
道
に
着
実
に
一
歩
一
歩
、
次
代
に
「
明

る
く
広
が
り
、
強
く
つ
な
が
る
」
よ
う
、

課
題
を
克
服
し
な
が
ら
事
案
を
前
に
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　「
大
江
丸
」の
行
く
先
は「
町
民
の
幸
せ
」

が
待
っ
て
い
る
港
で
す
。「
大
江
丸
」
は
、

大
き
な
「
日
の
本
丸
」
の
後
先
を
航
海
す

る
船
団
の
一
隻
と
し
て
、「
大
江
町
は
本

当
に
魅
力
的
で
良
い
町
だ
」
と
誇
り
と
自

信
を
持
っ
て
前
進
し
た
い
も
の
で
あ
り
ま

す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
働
を
切
に
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
町
づ
く
り
の
基
本
理
念
に
立

ち
、
平
成
28
年
度
の
町
政
運
営
に
あ
た
っ

て
は
、
第
９
次
大
江
町
総
合
計
画
に
町
の

将
来
像
と
し
て
掲
げ
て
い
る
「
こ
こ
に
暮

ら
す
喜
び
を
み
ん
な
が
実
感
で
き
る
町
」

の
実
現
に
向
け
、
さ
ら
に
加
速
化
し
た
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
時
あ
た

か
も
「
国
構
え
」
と
し
て
地
方
創
生
が
示

さ
れ
、
今
後
５
年
間
の
進
め
方
と
、
目
標

と
し
て
「
大
江
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
次
の
世
代
に
つ
な
が
る
よ
う
着
実
、

か
つ
大
胆
に
町
民
個
々
人
の
「
基
礎
体

力
」、
集
落
地
域
の
「
総
合
力
」、
大
江
町

の
「
明
る
く
広
が
り
、
強
く
つ
な
が
る
友

達
力
」
が
強
化
さ
れ
る
よ
う
、
国
か
ら
の

交
付
金
な
ど
も
活
用
し
な
が
ら
、
人
口
対

策
や
産
業
の
活
性
化
対
策
な
ど
を
具
体
的

に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、
平
成
26

平成28年度
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表 明

町づくり
くつながる強

　平成28年度の予算などを審議する第１回大江

町議会定例会が、３月10日から22日までの会期

で開かれ、冒頭に３期目のスタートを切った渡

邉町長から、町政運営に関する所信表明があり

ました。その内容をお伝えします。

るく広がり明
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年
度
決
算
に
お
け
る
経
常
収
支
比
率
な
ど

の
財
政
指
標
は
、
県
内
35
市
町
村
で
「
お

お
む
ね
中
上
位
」
に
位
置
し
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
の
着
実
な
財
政
健
全
化
の
取
り
組

み
に
よ
っ
て
、
本
町
の
財
政
状
況
は
次
の

世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
の
「
基
礎
体
力
」

を
蓄
え
る
こ
と
が
で
き
、
中
央
公
民
館
改

築
事
業
な
ど
の
大
型
事
業
に
着
手
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
依

然
と
し
て
各
特
別
会
計
に
お
い
て
は
一
般

会
計
か
ら
の
繰
出
金
な
し
で
は
運
営
が
厳

し
い
状
況
下
に
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
財

政
健
全
化
を
念
頭
に
お
い
た
節
度
あ
る
財

政
運
営
を
お
こ
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
歳
入
に
お
い
て
は
、
地
方
交
付
税
は
微

減
の
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
不
透
明
な
経

済
情
勢
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
今
後
も
厳

し
い
状
況
が
続
く
も
の
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

一
方
歳
出
面
で
は
、
中
央
公
民
館
改
築
事

業
な
ど
の
大
規
模
事
業
が
今
後
も
予
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
高
齢
化
社
会
の
進
行
に

よ
る
社
会
保
障
関
係
経
費
が
増
加
の
一
途

で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
物
件
費
な
ど
の

増
加
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
公
共
施

設
な
ど
に
つ
い
て
も
、
経
年
劣
化
に
よ
る

大
規
模
な
修
繕
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
今
後
の
財
政
運
営
に
あ

た
っ
て
は
、
地
方
創
生
に
係
る
事
業
の
展

開
に
よ
り
国
庫
支
出
金
な
ど
の
特
定
財
源

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
蓄
え

て
き
た
財
政
調
整
基
金
や
特
定
目
的
基
金

の
活
用
度
合
い
が
増
し
て
い
く
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
中
長
期
を
見

据
え
た
慎
重
か
つ
計
画
的
な
行
財
政
運
営

に
努
め
る
と
と
も
に
、
自
主
財
源
と
な
る

基
金
の
充
実
、
事
務
事
業
の
見
直
し
と
さ

ら
な
る
効
率
化
を
図
り
、
町
民
の
目
線
に

立
ち
身
の
丈
に
合
っ
た
施
策
を
展
開
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
28
年
度
当
初
予

算
の
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
町

長
選
挙
の
時
期
と
重
な
っ
た
た

め
に
暫
定
的
な
予
算
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
後
、
新
た
な
政
策

的
事
業
な
ど
に
つ
い
て
4
月
末

を
め
ど
に
補
正
予
算
と
し
て
取

り
ま
と
め
、
本
来
の
年
間
予
算

と
し
て
組
み
立
て
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町
の
魅
力
に

　
　
誇
り
と
自
信
を
持
っ
て

■ 特集　平成 28 年度　所信表明

大
江
町
長
　
渡
邉
兵
吾

3・広報おおえ



45億2,400万円平成 28 年度
一般会計当初予算

　平成28年度当初予算が、3月の町議会定例会で可決されました。一般会計の総額は45億2,400

万円で、前年度当初予算額と比較すると15.1％の減となりました。今回の予算編成は、2月に町

長選挙がおこなわれたことから骨格予算での計上となったもので、今後、政策的な経費を補正予

算として計上することとしています。特別会計を含む各会計の予算概要を紹介します。（予算は

千円単位ですが、四捨五入により万円単位としています）

◆特別会計および事業会計
歳　　　　入 歳　　　　出 歳　　　　入 歳　　　　出

国
民
健
康
保
険

国民健康保険税 1億5,350万円 保 険 給 付 費 5億6,514万円
公
共
下
水
道
事
業

分担金・負担金 846万円 施 設 費 5,155万円
国 県 支 出 金 2億3,184万円 後期高齢者支援金等 1億91万円 使用料・手数料 5,210万円 下水道建設費 3,902万円
療養給付費等交付金 5,768万円 介 護 納 付 金 4,069万円 国 庫 支 出 金 1,210万円 公 債 費 1億6,823万円
前期高齢者交付金 1億6,445万円 共同事業拠出金 2億439万円 繰 入 金 1億6,914万円 総 務 費 350万円
共同事業交付金 1億9,581万円 保 健 事 業 費 1,236万円 そ の 他 2,100万円 予 備 費 50万円
そ の 他 1億7,752万円 そ の 他 5,731万円 合 計 2億6,280万円 合 計 2億6,280万円
合 計 9億8,080万円 合 計 9億8,080万円 農

業
集
落
排
水
事
業

使用料・手数料 600万円 施 設 費 1,370万円
後
期
高
齢
者
医
療

保 険 料 5,999万円 広域連合納付金 9,493万円 繰 入 金 3,629万円 公 債 費 2,122万円
繰 入 金 3,628万円 総 務 費 135万円 そ の 他 1万円 総務費・予備費 738万円
そ の 他 63万円 諸支出金・予備費 62万円 合 計 4,230万円 合 計 4,230万円
合 計 9,690万円 合 計 9,690万円

水
　
道
　
事
　
業

営 業 収 益 2億2,981万円 営 業 費 用 2億3,393万円

介 

護 

保 

険

保 険 料 2億1,125万円 保 険 給 付 費 10億3,037万円 営 業 外 収 益 2,169万円 そ の 他 1,757万円
国 県 支 出 金 4億3,580万円 地域支援事業費 4,319万円 合 計 2億5,150万円 合 計 2億5,150万円
支払基金交付金 2億9,260万円 総 務 費 4,269万円 企 業 債 5,000万円 建 設 改 良 費 8,644万円
繰 入 金 1億7,416万円

そ の 他 55万円
国 庫 支 出 金 1,530万円 企業債償還金 3,176万円

そ の 他 299万円 負 担 金 100万円 その他資本的支出・予備費 256万円
合 計 11億1,680万円 合 計 11億1,680万円 合 計 6,630万円 合 計 1億2,076万円

宅
地
造
成
事
業

財 産 収 入 1,702万円 宅 地 造 成 費 1,705万円
繰越金・諸収入 8万円 基金積立金・予備費 5万円
合 計 1,710万円 合 計 1,710万円

平成28年度の主要施策等については、
来月号でご紹介します。

◆一般会計
●歳出

	 	 	
	 	構成比(%)	増減率(%)　
議 会 費	 8,696万円	 1.9　	 ▲  9.8　
総 務 費	 6億6,671万円	 14.7　	 5.0　
民 生 費	 11億4,710万円	 25.4　	 0.0　
衛 生 費	 2億2,234万円	 4.9　	 ▲  9.8　
労 働 費	 904万円	 0.2　	 0.3　
農林水産業費	 3億7,530万円	 8.3　	 ▲  9.3　
商 工 費	 6,274万円	 1.4　	 ▲ 21.6　
土 木 費	 5億1,437万円	 11.4　	 ▲ 18.4　
消 防 費	 1億9,123万円	 4.2　	 9.0　
教 育 費	 7億3,767万円	 16.3　	 ▲ 40.2　
災害復旧費	 2,511万円	 0.6　	 ▲ 82.4　
公 債 費	 4億5,310万円	 10.0　	 ▲  2.5　
そ の 他	 3,233万円	 0.7　	 ▲ 41.9　
歳出総額	 45億2,400万円	 100.0　	 ▲ 15.1　

●歳入
	 		 	構成比(%)	増減率(%)　

町税	 7億4,641万円	 16.5　	 0.1　
町民税	 3億1,429万円	 6.9　	 ▲  3.7 　
固定資産税	 3億4,208万円	 7.6　	 2.6 　
軽自動車税・町たばこ税ほか	 9,004万円	 2.0　	 4.9 　

　使用料・繰入金・その他	 2億9,854万円	 6.6　	 ▲ 45.8　
地方譲与税	 5,700万円	 1.3　	 3.3　
各種交付金	 1億3,390万円	 2.9　	 40.9　
地方交付税	 21億3,500万円	 47.2　	 0.9　
国庫支出金	 3億1,629万円	 7.0　	 ▲ 34.2　
県支出金	 3億4,686万円	 7.7　	 ▲ 20.4　
町債	 4億9,000万円	 10.8　	 ▲ 42.6　

歳入総額	 45億2,400万円	 100.0　	 ▲ 15.1　

町
税
の
内
訳
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平
成
28
年
大
江
町
議
会
第
１
回
定
例
会

が
３
月
10
日
か
ら
22
日
ま
で
の
会
期
で
開

か
れ
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
平
成
28

年
度
当
初
予
算
や
今
年
度
の
各
会
計
の
補

正
予
算
、
条
例
制
定
・
改
正
案
な
ど
が
審

議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
冒
頭
に
渡
邉
町
長
か
ら
行
政
報
告
が
あ

り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

行
政
報
告

宮
城
県
亘
理
町
と
の
災
害
時
相
互
応
援
に

関
す
る
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

　
災
害
時
相
互
応
援
協
定
と
は
、
行
政
機

関
と
他
の
行
政
機
関
な
ど
と
の
間
で
あ
ら

か
じ
め
協
定
を
締
結
し
、
災
害
時
に
お
け

る
人
的
・
物
的
支
援
に
つ
い
て
の
協
力
を

確
保
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
こ
の
た
び

の
協
定
は
、
本
町
が
他
の
単
独
の
市
町
村

と
結
ん
だ
初
め
て
の
災
害
対
策
協
定
と
な

り
ま
す
。

　
２
月
８
日
、
亘
理
町
の
「
わ
た
り
温
泉

鳥
の
海
」
に
お
い
て
、
両
町
の
議
会
議
長

や
消
防
団
長
な
ど
の
出
席
の
も
と
災
害
時

相
互
応
援
協
定
の
締
結
式
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。
両
町
の
絆
を
よ
り
強
く
す
る
こ
と

が
、
こ
の
協
定
の
実
効
性
を
高
め
る
も
の

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
協
定
締
結
に
よ
り
、
本
町
の
災
害
対

応
力
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、

今
後
は
、
協
定
に
基
づ
く
応
援
が
円
滑
に

お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
必
要
な
体
制
の
整
備

や
、
両
町
の
防
災
の
み
な
ら
ず
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
の
交
流
の
促
進
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

本
郷
東
小
学
校
区
に
お
け
る
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
整
備
に
つ
い
て

　
本
郷
東
小
学
校
校
舎
の
北
側
に
建
設
す

る
予
定
の
新
し
い
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

つ
い
て
は
、
年
度
内
に
契
約
完
了
の
見
込

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
建
物
は
木
造
平
屋
建
て
、
床
面
積
は
１

２
４
・
80
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
建
物
内
に

は
学
童
ス
ペ
ー
ス
、
事
務
室
、
休
憩
室
、

ト
イ
レ
な
ど
を
設
け
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
柱
や
床
な
ど
に
は
西
山
杉
を
多
く
使

用
し
、
照
明
カ
バ
ー
に
は
青
苧
入
り
和
紙

張
り
を
使
用
す
る
な
ど
、
本
町
の
独
自
性

を
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
定
員
は
40
名
を
予
定
し
て
お
り
、

平
成
28
年
度
中
に
工
事
を
完
了
し
、
平
成

29
年
４
月
１
日
か
ら
開
所
予
定
で
す
。

大
江
町
公
共
下
水
道
事
業
計
画
の
変
更
に

つ
い
て

　
こ
の
た
び
公
共
下
水
道
事
業
計
画
の
見

直
し
を
お
こ
な
い
、
藤
田
・
市
の
沢
・
下

北
山
の
３
つ
の
地
区
に
つ
い
て
は
、
下
水

道
に
よ
る
整
備
区
域
か
ら
合
併
処
理
浄
化

槽
に
よ
る
整
備
区
域
に
改
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
見
直
し
の
背
景
と
し
て
、
１
つ
目
に
、

藤
田
地
区
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
水
を

処
理
す
る
に
は
処
理
整
備
１
系
列
の
増
設

が
必
要
（
７
億
円
程
度
）
で
あ
る
こ
と
、

２
つ
目
と
し
て
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

で
は
「
下
水
道
に
接
続
す
る
意
向
」
が
低

調
で
あ
っ
た
こ
と
、
最
後
に
浄
化
槽
の
設

置
促
進
を
図
る
た
め
補
助
金
の
額
を
増
額

し
た
と
い
う
経
過
を
踏
ま
え
、
町
財
政
へ

の
将
来
的
な
影
響
な
ど
を
総
合
的
に
判
断

し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
今
回
の
見

直
し
に
よ
り
、
平
成
28
年
度
か
ら
は
町
内

の
合
併
処
理
浄
化
槽
整
備
区
域
全
域
が
国

庫
補
助
の
対
象
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
新
た
に
造
成
が
計
画
さ
れ
て
い
る
藤
田

地
区
工
業
団
地
と
、
既
存
の
浄
化
槽
の
老

朽
化
が
進
む
大
江
中
学
校
に
つ
い
て
は
、

公
共
下
水
道
を
平
成
32
年
度
ま
で
に
整
備

し
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
計
画
変
更
を
機
に
、
施
設

の
適
正
な
維
持
管
理
を
徹
底
し
て
い
く
と

と
も
に
、
よ
り
一
層
の
経
営
健
全
化
に
努

め
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
快
適
な
生
活
環
境

を
安
定
的
に
提
供
で
き
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
ま
す
。

補
正
予
算

　
平
成
27
年
度
大
江
町
一
般
会
計
の
補
正

予
算
は
、
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
１
億
６

７
７
０
万
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
予
算

総
額
は
58
億
４
４
７
０
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

議会
town council

３月定例会
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　女性の地域防災組織への参加が全国的に進ん

でいる中、今年度から大江町消防団でも女性消

防隊が組織されることになり、４月２日に発足

式がおこなわれました。この日は第１期目の女

性消防隊員となる９名のうち、６名の方が真新

しい制服を身につけて出席。鈴木直喜消防団長

（月が丘）から辞令が手渡されました。

　女性消防隊員の主な任務は、防災のための広

報活動や災害時の情報収集などの後方支援とな

ります。女性団員の１人は「消防団がより良い

消防活動ができるように、精一杯励みたいです」

と決意を表明。防災知識の普及や災害対応のた

めの新たな力として、活躍が期待されます。

■地域防災に新しい力
　～大江町消防団女性消防隊発足～

　今年度の町おこし活動を担う地域おこし協力隊員

に、４月１日に委嘱状が交付されました。昨年度に

引き続いて活動をおこなう佐々木隆馬さん、髙橋里

奈さん、野木桃子さんに加え、この４月から秋山雛
ひ

菜
な

さんが新たに隊員に加わり、本町の地域おこし協

力隊は４名となります。

　秋山さんは埼玉県出身。昨年東京都内で開かれた

新規就農者のイベントがきっかけとなって、本町の

地域おこし協力隊参加を希望しました。渡邉町長か

ら委嘱状を受け取った秋山さんは「大江町のために

貢献できるよう、精一杯頑張ります」と抱負を語っ

てくれました。

■農業を通じて地域おこしを
　～地域おこし協力隊委嘱状交付～

　これまでスクールバスと併用で運行していた町営バ

スが、４月１日より単独での運行を開始しました。こ

れにより、ＪＲ左沢線ダイヤとの接続が改善され、日

曜・祝日を含む全日運行（１月１日～３日を除く）と

なっています。

　デマンドタクシーも、４月１日より日曜・祝日を含

む全日運行（１月１日～３日を除く）を開始し、運行

時刻も一部変更しました。

　また、町営バス・デマンドタクシーともに、高校生

以下、身体障害者手帳・療育手帳をお持ちの方は、乗

車料金が半額となっています。詳しくは、全戸配付の

時刻表、または町ホームページをご覧ください。

※�お問い合わせは、政策推進課政策推進係☎62-2118

まで

■日曜・祝日も運行しています
　～町営バス・デマンドタクシー～
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★
木
の
沢
／
佐
藤
　
一
夫

　
１
　
区
／
阿
部
　
博
雄

★
２
　
区
／
駒
林
　
俊
一

★
３
　
区
／
林
　
　
　
清

○
４
　
区
／
岸
　
　
勝
彦

　
５
　
区
／
清
野
　
　
太

★
６
　
区
／
富
樫
　
郡
司

　
７
　
区
／
山
家
　
吉
明

★
８
　
区
／
井
上
　
捷
三

◎
９
　
区
／
松
田
　
栄
一

　
10
　
区
／
安
藤
　
光
雄

　
11
　
区
／
岡
田
　
文
治

　
12
　
区
／
庄
司
　
賢
治

　
13
　
区
／
佐
藤
　
和
雄

★
蛍
　
水
／
渡
邉
　
文
子

　
藤
　
田
／
伊
藤
　
　
仁

　
小
　
見
／
小
原
　
良
之

　
月
が
丘
／
荒
木
　
和
弘

★
富
　
沢
／
五
十
嵐
信
行

★
用
　
　
／
門
脇
　
隆
範

★
深
　
沢
／
海
野
　
尚
一

★
伏
　
熊
／
鈴
木
　
一
彦

　
小
漆
川
／
園
岡
　
正
一

　
み
な
み
／
関
野
　
勇
一

★
若
　
原
／
清
野
　
修
一

★
市
の
沢
／
武
田
　
正
一

★
下
北
山
／
木
村
　
茂
美

★
荻
　
野
／
高
取
　
謙
造

★
堂
屋
敷
／
清
野
　
裕
靖

　
諏
訪
原
／
金
山
　
富
一

★
美
　
郷
／
佐
竹
富
士
夫

★
下
モ
原
／
松
田
　
松
藏

★
山
　
崎
／
木
村
　
昭
一

○
望
　
山
／
小
林
　
勇
吉

　
上
北
山
／
林
　
忠
三
郎

　
梨
木
原
／
清
野
　
義
信

★
滝
の
沢
／
佐
藤
　
慶
悦

　
葛
　
沢
／
鈴
木
　
　
豊

★
原
　
　
／
佐
藤
寅
次
郎

　
所
　
部
／
阿
部
　
浩
昭

★
塩
野
平
／
渡
邉
　
眞
一

　
顔
　
好
／
鈴
木
　
俊
一

　
三
合
田
／
柏
倉
　
五
郎

　
久
　
保
／
渡
邉
　
精
一

　
材
　
木
／
伊
藤
　
正
信

★
橋
　
上
／
柏
倉
　
一
郎

　
小
　
釿
／
結
城
岩
太
郎

　
十
八
才
／
鈴
木
　
正
清

　
楢
　
山
／
東
海
林
俊
一

　
月
　
布
／
横
山
　
秀
廣

○
貫
　
見
／
松
田
　
正
志

★
黒
　
森
／
庄
司
　
光
雄

　
小
　
清
／
佐
竹
　
　
大

　
沢
　
口
／
黒
川
嘉
左
ェ
門

★
中
沢
口
／
庄
司
　
幸
一

★
道
　
海
／
鈴
木
　
一
男

　
柳
川
平
／
大
場
　
茂
善

　
田
ノ
沢
／
松
田
フ
サ
ヱ

★
矢
引
沢
／
永
田
　
幹
雄

　
古
　
寺
／
佐
藤
や
よ
ゑ

�

（
敬
称
略
）

◎
…
区
長
会
長

○
…
同
副
会
長

★
…
新
任
区
長

今年度の
区長さんです
　平成28年度の区長が決まり

ましたのでお知らせします。

４月６日に東地区公民館で委

嘱状交付式がおこなわれ、同

席上で４人の区長に永年勤続

感謝状が贈呈されました。

　今後１年間、各区の代表者

として地域と行政をつなぐ重

要な掛け橋となっていただき

ます。どうぞよろしくお願い

いたします。

◆10年連続

　柏倉　五郎(三合田）

◆5年連続

　伊藤　　仁(藤田）
　関野　勇一(みなみ）
　伊藤　正信(材木）

平成 2 ８ 年度
永年勤続感謝状

特別賞
菊地　大道さん
（梨木原）

　２月21日から23日にかけて東京都内で開かれた全国農

業大学校等プロジェクト発表会・意見発表会で、山形県

立農業大学校の菊地大道さんが特別賞を、渡辺謙太郎さ

んが優良賞をそれぞれ受賞しました。

　菊地さんは「中山間地における土地利用型作物による

新たな２年３作体系の確立」について、渡辺さんは「地

域活性化を目指したスモモの加工品開発」について研究。

地域性を生かした農業のあり方を模索し、その成果を発

表しました。

全国農業大学校等
プロジェクト発表会・意見発表会

優良賞
渡辺謙太郎さん
（塩野平）

新規採用職員を紹介します

　生まれ育った大江町の人や自然
が大好きです。人との関わりを大
切に、今後のさらなる発展に貢献
できるよう精一杯頑張ります。

○大場　敏男（税務町民課）

○渡辺　　博（建設水道課）

○今田　　勉（総　務　課）

※�３月31日付で退職された方々
です。

様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
、
表
彰

さ
れ
た
町
民
の
方
々
を
紹
介
し
ま
す

輝いて

今

長い間お疲れ様でした

林
　
望
（
諏
訪
原
）

�

教
育
文
化
課

7・広報おおえ



大
江
中
学
校
１
年　
盛
田　
祥
史

大
江
中
学
校
２
年　
西
田　
飛
香

　景観への愛着を深め、町の魅力を再発見してもらおうと、
町内小中学生を対象とした大江町文化的景観絵画コンクール
が開催されました。今回は１１１作品の応募があり、最優秀賞
５作品をはじめ59の作品が各賞に選ばれました。このうち、
最優秀賞と優秀賞に輝いた皆さんの作品を紹介します。

優秀賞
大江中学校１年　安孫子青空

優秀賞
大江中学校１年　大谷明日香

優秀賞
大江中学校１年　斎藤　四葉

優秀賞
大江中学校２年
太田　将平

優秀賞
大江中学校２年
鈴木　琴乃

優秀賞
大江中学校３年　柏倉　伶音

優秀賞
大江中学校３年　鈴木　優騎

優
秀
賞

大
江
中
学
校
１
年　
庄
司　
笑
子

中学校１年生の部 中学校２年生の部

中学校３年生の部

最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

大
江
中
学
校
３
年　
柏
倉　
永
遠

最
優
秀
賞

大江町文化的景
観

絵画コンクール

平成27年度
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優秀賞
本郷東小学校５年
須貝　駿太

優秀賞
左沢小学校６年　伊藤　　希

優秀賞
本郷東小学校６年　黒川　千聡

優秀賞
本郷東小学校６年　佐竹真悠子

小
学
校
５
年
生
の
部

小学校６年生の部

優
秀
賞

本
郷
東
小
学
校
５
年　

�

石
沢　
優
花

優
秀
賞

本
郷
東
小
学
校
５
年

�

　
松
浦　
妃
菜

優
秀
賞

本
郷
東
小
学
校
５
年

�

　
石
澤
奈
々
子 優

秀
賞

本
郷
東
小
学
校
５
年　
佐
藤　
羽
琉

優
秀
賞

本
郷
東
小
学
校
６
年

�

　
村
田　
　
稜

優
秀
賞

左
沢
小
学
校
６
年　

�

工
藤　
楽
来

本郷東小学校５年　佐竹　夏姫最優秀賞

本郷東小学校６年　稲村承太郎最優秀賞

9・広報おおえ



　景色が春めく３月は卒業の季節。本町では３月

16日に大江中学校、18日に町立小学校の卒業式が

おこなわれました。このうち本郷東小学校では男

子14名、女子11名、合計25名が卒業。青苧の和紙

で作られた世界でひとつだけの卒業証書が、奥山

由美子校長から一人ひとりに授与されました。

　全力で記録に挑んだ陸上大会と水泳大会、紅白

で激戦を演じた大運動会など、卒業生は下級生の

リーダーとして過ごした１年間の想いを語り、在

校生と一緒に校歌などを合唱。在校生と保護者の

大きな拍手に見送られ学校を後にしました。

３
16・18 想い出を歌声にのせて

　大江町スポーツクラブＯ
オ ー ス テ ッ プ

－ＳＴＥＰの「はじめ

てのスノートレッキング教室」が、３月10日に開

かれました。スノートレッキングは、スノーシュー

と呼ばれる専用のかんじきとストックを使用し、

雪山を歩くスポーツです。

　この教室には14名の方が参加し、大江町山岳会

の阿部吉太郎さん（小漆川）の指導で月山志津温

泉周辺の山を歩きました。当日は雪交じりで肌寒

い天気だったものの、時折見える青空と、真っ白

に輝く雪原の織りなす美しい景色に、参加した皆

さんは感激していました。

3
10 雪山の向こうには感動の景色

　左沢10区内で昨年10月から建築工事が進められ

てきた「グループホーム大江」が完成し、３月24

日にオープニングセレモニーが開かれました。こ

のグループホームは、酒田市に本部を置く社会福

祉法人さくら福祉会が、町の補助を受けて建設し

たものです。式典では渡邉町長ら来賓がテープ

カットをおこない、新しい介護施設の完成を祝い

ました。

　「グループホーム大江」の居室はすべて個室で、

定員は18人。４月１日に開所し、認知症高齢者へ

の介護サービスの充実が期待されます。

３
24 新しいグループホームが完成

　町の子ども会育成会連合会によるレクリエー

ション大会が、３月５日に旧本郷西小学校でおこ

なわれました。この日は町内の小学生23名が参加。

県のサイエンス・ナビゲーターで大江町出身の有

路宏司さんを講師に迎え、楽しみながら科学を学

べる工作やゲームにチャレンジしました。

　鏡の反射で美しい模様が見える万華鏡や、段

ボール箱を叩いて空気のかたまりを打ち出す「空

気砲」を、グループで協力して製作。できあがっ

た空気砲で紙の的を倒すゲームに挑戦し、夢中に

なって点数を競い合っていました。

３
5 手作り空気砲で百発百中！？

本郷東小学校卒業式

平成２８年４月号・10
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　春の足音が聞こえてくる３月下旬、町内でひなまつりに関連する

イベントが相次いでおこなわれました。

　今年で11回目となる音の文化祭「ひなまつりコンサート」が、３

月20日に東地区公民館で開催されました。この日は町内で音楽活動

を楽しむ11の団体が出演し、日頃練習を重ねた楽器演奏や歌をス

テージ上で披露しました。

　プログラムの終盤には、恒例となった吹奏楽の合同演奏がおこな

われました。今年は大江中学校吹奏楽部とビッグカントリーオーケ

ストラなどに加えて、左沢高校吹奏楽部も初めて参加。最後には合

唱も加わって「大江ふるさと音頭」を演奏し、コンサートは大盛況

で幕を閉じました。

　３月26日から29日にかけては、町内５つの会場で

「大江のひなまつり」が催されました。旧家である

清野家、金子家、岡田家では、代々受け継がれてき

たひな人形や祖先ゆかりの品が公開されたほか、歴

史民俗資料館では町民の方から寄贈された数多くの

ひな人形が館内に飾られました。また、お休み処の

錦庵では、ひな人形の展示に加え甘酒などが無料で

振る舞われました。ひなまつり期間中は初日から大

勢の方が各会場に足を運び、訪れた方は「貴重な人

形を大切に保存されていて、素晴らしいです」と話

していました。

吹奏楽と合唱の合同演奏ギターアンサンブルアリオン

津軽三味線流れ星左沢教室

岡田家

歴史民俗資料館

清野家 金子家

３
20～29 見て聴いて楽しむ「ひな」の季節

愛唱会

11・広報おおえ

皆さんの地域の情報をどしどしお寄せください。総務課情報システム係 ☎(62)２１８７Town TopicsTown Topics



　
都
会
に
住
ん
で
い
る
先
輩
で
現
役
の

お
医
者
さ
ん
が
わ
が
家
に
来
た
。「
今
も

昔
も
」
か
ら「
今
か
ら
こ
れ
か
ら
」
ま
で
、

話
題
の
尽
き
な
い
、楽
し
い
内
容
の
あ
る

時
間
を
頂
い
て
、気
分
も
い
い
。「
自
分
で

育
て
た
野
菜
だ
」、と
自
慢
も
し
た
く
て
、

小
屋
か
ら
大
き
な
段
ボ
ー
ル
の
空
き
箱

を
持
っ
て
き
て
、先
輩
の
前
に
置
い
た
。Ｊ
Ｒ
の
列
車
で
来

た
先
輩
、３
時
間
の
長
旅
で
、重
い
手
荷
物
は
迷
惑
千
万
だ

が
、大
根
、里
芋
、ネ
ギ
、お
米
、く
き
た
ち
菜
…
…
と
自
慢

の
種
は
一
杯
だ
。「
い
ら
な
い
」、笑
い
な
が
ら
、さ
ら
に
も

う
１
回「
い
ら
な
い
」、と
先
輩
が
言
っ
て
い
る
。自
慢
の
し

よ
う
が
な
く
な
り
か
け
た
こ
ろ
、「
ナ
イ
ロ
ン
袋
、大
き
な

ナ
イ
ロ
ン
袋
が
い
い
。
持
っ
て
帰
り
た
い
」、
と
言
う
。
宅

配
便
の
空
き
箱
は
要
ら
な
い
が
、「
ナ
イ
ロ
ン
袋
」に
つ
っ

こ
ん
で
、か
つ
い
で
持
っ
て
列
車
に
乗
っ
て
帰
り
た
い
、と

言
っ
て
い
る
…
…
先
輩
の「
非
常
識
」を
理
解
す
る
の
に
は

少
々
の
時
間
が
必
要
で
あ
っ
た
。結
婚
式
に
招
待
さ
れ
た

つ
い
で
に
、
わ
が
家
に
よ
っ
た
先
輩
は
、
着
替
え
も
含
め

て
バ
ッ
グ
が
２
つ
も
あ
る
、「
大
き
な
籾

も
み
ぶ
く
ろ袋
の
ナ
イ
ロ
ン

袋
」と
の
相
性
は
い
か
に
も
悪
い
。

　
か
な
り
き
つ
い
か
な
、負
担
が
重
い
か
な
、少
々
無
理
か

な
…
…
日
常
の
中
で
感
じ
る「
体
と
心
」の
動
か
し
方
の
バ

ロ
メ
ー
タ
ー
、優
し
く
、楽
々
と
、安
易
に
、軽
微
に
…
…
と

過
ご
し
が
ち
な「
日
常
性
」に
、と
き
お
り
ち
ょ
こ
っ
と
重

く
手
厳
し
い「
非
日
常
性
」
を
取
り
込
み
た
い
―
―
今
日

は
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
た
め
の「
ナ
イ
ロ
ン
袋
」
な
の

だ
、と
先
輩
は
涼
し
げ
に
、ま
た
も
笑
い
な
が
ら
、の
た
も

う
た
。山
形
駅
で
、山
高
帽
子
、チ
ロ
リ
ア
ン
シ
ュ
ー
ズ
、両

手
に
バ
ッ
グ
、肩
に
担
い
だ「
ナ
イ
ロ
ン
袋
」、ど
う
見
て
も

チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
を
超
え
て
い
る
。形
で
あ
る
か
、機
能
で
あ

る
か
。
先
輩
は
背
中
で
そ
う
教
え
な
が
ら
、
列
車
に
消
え

た
。ア
ス
タ
　
マ
ー
ニ
ャ
（
ま
た
今
度
ね
）

大
江
町
長
　
渡
邉 

兵
吾

町長
Column
町長
Column
コ ラ ム

シリーズ企画　町の魅力発見！ vol.31

●　

短
　
歌　

●

米
寿
過
ぎ
過
去
な
つ
か
し
く
脳
裏
よ
ぎ
涙
で
捲
る
古
き
ア
ル
バ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菅
井　

妙
子

春
光
に
風
香
り
を
り
山
里
の
静
か
な
暮
し
に
鳥
の
声
聴
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
田　
　

馥

陽
春
に
吊
る
し
放
し
の
風
鈴
が
影
絵
と
な
り
て
窓
に
映
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
竹
磨
砂
湖

暖
か
き
光
を
浴
び
て
梅
の
花
残
雪
の
中
満
開
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
岡
か
づ
子

今
年
ま
た
犬
の
ふ
ぐ
り
に
出
会
い
け
り
小
さ
き
も
の
は
皆
美
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
家　

重
之

今
年
ま
た
自
家
野
菜
作
り
作
り
た
く
て
雪
消
え
待
ち
て
ボ
カ
シ
肥
撒
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
地
つ
ね
よ

老
い
ぼ
れ
て
地
籍
調
査
の
杭
を
背
に
荒
れ
た
山
畑
面
影
も
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
竹　

與
鼓

●　

俳
　
句　

●

春
の
庭
つ
ぼ
み
膨
ら
み
開
花
待
つ	

菅
井　

妙
子

庭
園
の
梅
ほ
こ
ろ
び
て
春
を
告
げ	

鴨
田
富
士
夫

葉
は
み
ど
り
花
は
く
れ
な
い
や
ぶ
椿	

今
井　

茂
樹

剪
定
や
し
ば
し
柿
の
香
ま
と
い
つ
つ	

阿
部　

一
風

春
風
の
畦
道
歩
む
齢
か
な	

松
田　
　

馥

春
一
番
三
婆
た
ち
の
立
話	

山
家　

重
之

出
羽
の
山
苦
渋
の
断
や
春
の
熊	

金
子
脩
一
郎

古
里
は
近
く
て
遠
し
春
愁
ふ	

清
野
今
日
子

常
連
の
朝
湯
の
会
話
春
め
け
る	

熊
谷　
　

勉

コ
ン
ビ
ニ
の
立
ち
読
み
夢
中
春
う
ら
ら	

舟
山　

三
男

入
彼
岸
ふ
た
り
に
余
る
南
瓜
煮
る	

伊
藤　

啓
泉

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
ご
希
望
の
方
は
、毎
月
20
日（
必
着
）ま
で

　
役
場
総
務
課
に
作
品
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

御免町通り

　近世の左沢は最上川舟運で栄えたことで知られていますが、同時

に陸上交通の要地でもありました。その主要な交通路のひとつで

あったのが、近世の絵図にも描かれている「御免町通り」（写真上）

です。かつてこの道路は、御免町から川口橋を渡って藤田から宮宿

を通り、荒砥・米沢方面へ至る重要な道でした。その名残は、現在

でも藤田の道沿いにある近世の「追分石」にみられます。置賜から

最上川沿いに北上し、村山盆地へ抜ける要衝にあった左沢の立地が

端的に表れています。

　また、天満神社の前には城下への敵の侵入を防ぐための鉤
かぎがた

型の道

が残っており（写真下）、その両側には短冊状の地割が継承されて

います。「御免町」の名前とともに、小漆川城の城下町であった構

造をうかがうことができます。

平成２８年４月号・12
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健
康
づ
く
り
は
正
し
い
姿
勢
か
ら

　
清
野
　
崇
広
さ
ん
　（
24
歳
・
市
の
沢
）

　東京都内のストレッチ専門店に５年間

勤務し、今年３月に帰郷した清野さん。

高校卒業後、調理師を目指して専門学校

に進みましたが、より自分に合う仕事を

模索するうちに、パートナーと一緒にス

トレッチをおこなう「パートナーストレ

ッチ」に出会ったそうです。

「１人では上手く伸ばせない体の部分も、

２人だとしっかりと伸ばすことができま

す。お客さんと１対１の仕事なので、自

分に合っていたのかもしれません」

　とにかく体を動かすことが好きだとい

う清野さんは、ロードバイクやマラソン、

山道を走るトレイルランニングなど、さ

まざまなスポーツにチャレンジ中。バス

釣りや海釣りも楽しんでいるそうです。

　地元に戻ってからも、正しいストレッ

チの方法についての実演などをおこない、

身近なところから普及を目指しています。

「若いうちから正しい姿勢を保つことが、

健康寿命の延伸にも繋がります。地域の

皆さんにぜひ知ってほしいですね」

地域おこし協力隊通信 №21

　協力隊になって2年目の春。風に

のってくるつくしやタンポポの香りや

遠目で冬芽が膨らむ様子を見ると、

心がソワソワムズムズしだして、い

よいよ春だなぁと感じます。毎年、

草花に「動きだすよ」と急かされる

ような、身体が目覚めていくこの感

覚が待ち遠しくて大好きです。

　地域おこし協力隊の私たちも、今月から4人目
の協力

隊、秋山雛菜さんを迎え、新たな気持ちでスタ
ートを切

りました。
　さて、先月26日～29日に行われたひな祭りの際

、埼玉

や仙台からいらしたお客さまが一日では見て回
れず、別

の日に改めて見に来てくださったというお話をお
聞きまし

た。そして、そのお話を教えてくれた方の「毎日、
出会い

と感動の連続ったな」という言葉がとても印象的
でした。

町内の方の「大江町に暮らしていてよかったなぁ
」という

言葉はもちろん、町外から訪れた方の「大江町に
また来

たいなぁ」という言葉が、一人でも多くの方から
聞けるよ

う今年度も取り組んでいきたいと思います。

　また、現在、町の方が覚えていらっしゃる青苧
の話や

古い着物を見せてくださる方を探しております。
もしそん

な心優しい方がいらっしゃれば大江町役場政策推
進課の

髙橋までご一報くださると幸いです。よろしくお願
いいた

します。 地域おこし協力隊　髙橋里奈

↓
雛
カ
フ
ェ
お
抹
茶
セ
ッ
ト

↓
開
催
中
の
歴
史
民
俗
資
料
館
の
様
子

13・広報おおえ



大
江
町
消
防
団
春
季
消
防
演
習

◆
日
時
／
４
月
24
日（
日
）13
時
～

◆
場
所
／
左
沢
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
お
よ

び
左
沢
内
町
・
横
町
通
り

◆
内
容
／
消
防
操
法
、
一
斉
放
水
、
分
列

行
進
な
ど

※
当
日
は
、
左
沢
地
区
の
交
通
規
制
が
あ

り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
危
機
管
理

係
☎（
６
２
）２
１
８
７
、
ま
た
は
消
防
署

大
江
分
署
☎（
６
２
）３
１
２
０
ま
で

中
学
生
海
外
派
遣
協
力
員

（
臨
時
職
員
）を
募
集
し
ま
す

◆
募
集
人
数
／
１
名

◆
雇
用
期
間
／
次
の
①
ま
た
は
②
の
い
ず

れ
か
を
本
人
と
の
話
し
合
い
に
よ
り
決
定

①
平
成
28
年
５
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
３

月
31
日
ま
で
②
平
成
28
年
５
月
１
日
か
ら

10
月
31
日
ま
で

◆
勤
務
形
態
／
①
の
場
合
　
平
日
８
時
30

分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
の
う
ち
３
時
間
30

分
　
②
の
場
合
　
平
日
８
時
30
分
か
ら
17

時
15
分
ま
で
の
う
ち
６
時
間
45
分

※
５
月
か
ら
７
月
ま
で
は
、
月
曜
日
18
時

45
分
～
20
時
15
分
に
中
学
生
と
事
前
研
修

を
お
こ
な
う
日
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
間

帯
で
勤
務
が
可
能
な
日
は
、
平
日
の
勤
務

時
間
と
振
り
替
え
て
勤
務
を
お
願
い
し
ま

す
。

◆
勤
務
場
所
／
教
育
文
化
課
仮
事
務
所

（
旧
本
郷
西
小
学
校
）

※
中
央
公
民
館
開
館
後
は
事
務
所
が
移
転

し
ま
す
。

◆
業
務
内
容
／
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
の

事
前
・
事
後
研
修
の
事
務
補
助

◆
申
込
資
格
／
一
般
的
な
パ
ソ
コ
ン
操
作

が
で
き
る
こ
と
。
英
会
話
力
は
問
い
ま
せ

ん
。

◆
賃
金
／ 
①
の
場
合
　
８
３
０
円
／
時

②
の
場
合
　
５
６
０
０
円
／
日

◆
申
込
期
限
／
４
月
22
日（
金
）ま
で

◆
提
出
書
類
／
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
写
真
を
貼
付
し
た

も
の
）
郵
送
に
よ
る
提
出
も
可
。

※
お
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
教
育

文
化
課
学
校
教
育
係
☎（
６
２
）２
２
７
０

ま
で産

業
振
興
補
助
制
度
の

ご
利
用
に
つ
い
て

　
本
町
で
は
、
起
業
支
援
、
新
商
品
開
発

支
援
、
雇
用
支
援
、
資
格
取
得
支
援
な
ど
、

町
内
事
業
者
や
新
た
に
事
業
を
始
め
た
い

方
を
支
援
す
る
た
め
の
各
種
補
助
制
度
を

ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
や
県
な

ど
の
各
種
補
助
制
度
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ

ス
も
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
事
業
も
詳
細
な
用
件
が
あ
る

ほ
か
、
原
則
と
し
て
事
業
着
手
前
に
交
付

申
請
を
し
、
交
付
決
定
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
事
業
に
関
心
が
あ
る
方

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
政
策
推
進
課
起
業

推
進
係
☎（
６
２
）２
１
３
９
ま
で

大
江
町
ふ
る
さ
と
奨
学
金
の
利
用
を

検
討
中
の
皆
さ
ん
へ

　
本
町
で
は
、
ふ
る
さ
と
奨
学
生
の
方
で

教
育
機
関
を
卒
業
後
、
地
元
に
居
住
し
３

年
間
県
内
で
就
業
し
た
場
合
、
山
形
県
と

連
携
し
て
ふ
る
さ
と
奨
学
金
返
還
の
一
部

を
免
除
し
ま
す
。
免
除
を
受
け
る
に
は
、

申
し
込
み
と
、
卒
業
後
３
年
間
書
類
に
よ

｢デュアル・モード・ビークル
　� 推進協議会｣ の取組みについて
　道路と線路の双方を走行できる ｢デュアル・モード・ビーク

ル（DMV）｣ の導入により、ＪＲ左沢線と山形鉄道フラワー

長井線の接続・観光地間のアクセス向上を目指し、平成25年8

月に設立された ｢DMV推進協議会｣（両沿線2市6町と県で

組織）では、昨年8月にJR北海道DMV推進センターの視察

を行い、DMV車両の開発状況を確認しました。

　DMV車両は予想以上に開発が進んでおり、DMV運転保安

システムの安全性評価について一定の前提条件のもとで実用化

可能との国の評価

が示されました。

また、協議会が目

指すDMVと既存

の鉄道車両との混

在運行の可能性に

も言及しており、

JR北海道の技術

開発が待たれる状

況となっています。

▲平成27年８月　ＪＲ北海道ＤＭＶ視察

平成２８年４月号・14

広報おおえ縮刷版第３巻（税込4,000円）は好評発売中です！

※お問い合わせは、総務課情報システム係☎（62）2187まで



る
審
査
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

◆
応
募
方
法
／
ふ
る
さ
と
奨
学
金
の
申
請

書
と
一
緒
に
受
付
し
ま
す
。
申
請
書
を
大

江
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
か
、
奨
学
金
の
申
請
書
を
提
出
す
る

と
き
に
お
申
し
出
い
た
だ
く
と
、
そ
の
場

で
記
入
し
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）。
申
請
書
の

ほ
か
に
用
意
す
る
添
付
書
類
は
あ
り
ま
せ

ん
。

◆
募
集
期
間
／
４
月
28
日（
木
）ま
で

※
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
教

育
文
化
課
学
校
教
育
係
☎（
６
２
）２
２
７

０
ま
で

楽
し
く
調
理
実
習
を
し
な
が
ら

食
生
活
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
食
を
通
し
て
地
域
で
健
康
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
た
だ
く
食
生
活
改
善
推
進
員

（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）を
養
成
し
て
い
ま
す
。

仲
間
と
と
も
に
学
び
、
身
近
な
と
こ
ろ
か

ら
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。
料
理
に
興
味
が
あ
る
男
性
の
方
も

大
歓
迎
で
す
。

◆
対
象
／
大
江
町
に
住
所
が
あ
る
方
で
食

生
活
や
健
康
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
方
。

性
別
、
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
会
場
内
で
託
児
を
お
こ
な
い
ま
す
の
で

お
子
様
連
れ
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

託
児
の
必
要
な
方
は
事
前
に
お
申
し
込
み

曜
日
コ
ー
ス
③
木
曜
日
コ
ー
ス
④
金
曜
日

コ
ー
ス
（
い
ず
れ
も
第
１
火
・
水
・
木
・

金
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）
10
時
頃
～
15
時

30
分
頃

◆
場
所
／
大
江
町
シ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー

※
自
宅
か
ら
送
迎
し
ま
す
。

◆
参
加
費
／
１
回
あ
た
り
千
円
（
入
浴
料
、

昼
食
代
な
ど
）

◆
対
象
者
／
大
江
町
に
住
所
が
あ
る
65
歳

以
上
の
方
で
介
護
や
付
き
添
い
の
必
要
が

な
い
方

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
印
鑑
を
お

持
ち
の
う
え
、
健
康
福
祉
課
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
福
祉
課
福
祉

係
☎（
６
２
）２
２
８
５
ま
で

最
上
川
河
道
内
の

樹
木
伐
採
者
を
公
募
し
ま
す

　
山
形
河
川
国
道
事
務
所
で
は
、
河
道
内

樹
木
の
利
用
を
希
望
す
る
企
業
、
団
体
、

個
人
に
対
し
、
伐
採
希
望
者
を
募
集
し
ま

す
。
伐
採
し
た
樹
木
は
、
薪ま

き

や
農
作
業
な

ど
個
人
消
費
の
ほ
か
、
木
材
加
工
や
販
売

な
ど
に
も
使
用
が
可
能
で
す
。

◆
伐
採
予
定
箇
所
／
○
最
上
川
①
長
井
市

五
十
川
地
先
②
高
畠
町
露
藤
地
先
　
○
須

川
③
中
山
町
達
磨
寺
地
先
④
山
辺
町
大
塚

地
先

◆
樹
種
／
ヤ
ナ
ギ
、
ハ
リ
エ
ン
ジ
ュ
（
ニ

く
だ
さ
い
。

◆
日
程
／
６
月
21
日（
火
）開
講
式
、
７
月

12
日（
火
）、
８
月
４
日（
木
）、
９
月
21
日

（
水
）講
話
と
調
理
実
習
、
10
月
14
日（
金
）

運
動
、
12
月
6
日（
火
）修
了
式

※
養
成
講
座
の
修
了
者
に
は
食
生
活
改
善

推
進
協
議
会
に
入
会
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

◆
会
場
／
大
江
町
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

中
央
公
民
館

◆
参
加
費
／
無
料

◆
申
込
締
切
／
５
月
31
日（
火
）

※
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
健

康
福
祉
課
保
健
衛
生
係
☎（
６
２
）２
１
１

４
ま
で

健
康
維
持
教
室
に

火
曜
日
コ
ー
ス
が
加
わ
り
ま
す

　
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
や
健
康
づ
く

り
を
目
的
に
健
康
維
持
教
室
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
は
、
火
曜
日
コ
ー

ス
も
新
た
に
増
え
、
週
４
日
の
コ
ー
ス
か

ら
選
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

※
事
業
は
町
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
じ
さ
い
に

委
託
し
、
看
護
師
・
介
護
員
の
も
と
で
お

こ
な
い
ま
す
。

◆
内
容
／
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
温
泉
入
浴
、

団
ら
ん
・
お
し
ゃ
べ
り
、
昼
食
、
介
護
予

防
体
操
な
ど

◆
日
時
／
①
火
曜
日
コ
ー
ス（
新
規
）②
水

毎
年
恒
例
、「
ひ
な
ま
つ
り
コ
ン
サ
ー

ト
」
の
吹
奏
楽
合
同
演
奏
。
私
も
昨

年
に
引
き
続
い
て
参
加
し
ま
し
た
が
、
今

回
は「
フ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
ホ
ル
ン
」
や「
鎖
」

（
！
）
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
珍
し
い
楽
器
も
登

場
し
て
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
た
と
え
同
じ

楽
器
で
も
、
演
奏
者
に
よ
っ
て
音
色
が
全

く
違
う
の
で
す
か
ら
、
人
の
奏
で
る
音
楽

と
は
不
思
議
な
も
の
で
す
。
中
学
生
か
ら

大
人
ま
で
、「
五
十
人

五
十
色
」
で
描
か
れ

る
音
の
キ
ャ
ン
バ
ス
。

客
席
か
ら
は
ど
ん
な

絵
が
見
え
て
い
た
で

し
ょ
う
か
。

　�

（
伊
藤
智
治
）

編
集
後記

セ
ア
カ
シ
ア
）、
オ
ニ
グ
ル
ミ
が
主
体

◆
公
募
期
間
／
10
月
26
日（
水
）ま
で

◆
応
募
方
法
／
公
募
説
明
書
を
ご
確
認
の

上
、
所
定
の
応
募
様
式
に
必
要
事
項
を
記

載
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
様
式
な
ど
は
、
山
形
河
川
国
道
事

務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
る
ほ
か
、
山
形
河
川
国
道
事
務
所
河

川
管
理
課
お
よ
び
対
象
箇
所
を
管
理
し
て

い
る
各
出
張
所
に
て
配
布
し
て
い
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
東
北
地
方
整
備
局

山
形
河
川
国
道
事
務
所
河
川
管
理
課
☎
０

２
３（
６
８
８
）８
９
４
２
、
ま
た
は
寒
河

江
出
張
所
☎（
８
６
）３
０
６
９
ま
で

15・広報おおえ

今月の納税　納期限５月２日（月）　お忘れなく！
軽自動車税(年税額)



　私の妻の実家で、現在「かたくり庵」として親しまれてい
る道海の民家を整理していた際に、妻の祖父が生前収集して
いたものがたくさん見つかりました。昭和18年に日本で発行
された世界地図と、大正14年発行の全国鉄道路線図もその中
にあったものです。
　妻の祖父である鈴木浜次氏は、かつて七軒村の村長を務め
たことがあり、東京で商売をしていた関係でさまざまな地図
や書籍を買い集めていたようです。これらの品々は現在私が
管理しており、観光ガイドとしてお客さんに町の歴史をお話
しする際に活用しています。
�（ 葛沢　石川博資）

想い出の

My蔵品
まいぞうひん

皆さんの心に残る想い

出の品を、それにまつ

わるエピソードととも

にご紹介します。

★�皆さんの想い出の詰まった「宝物」はありませんか？　懐かしい写真、

　�長年愛用している道具、旅先で購入した記念の品など、なんでも結構です。

総務課情報システム係☎（６２）２１８７まで、ぜひお知らせください。

お誕生おめでとう

区　名　  氏　名　 性別  父母名

諏訪原　荒木　雄
ゆうせい

晟　男 広輝・紀代美

１２　区　工藤　結
ゆう

愛
あ

　女　 真里子

ご冥福を祈ります

区　名　　氏　名　  年齢

9　区　庄司ウメヨ （94）

9　区　清野　　繁 （85）

若　原　谷田部政博 （65）

12　区　斎藤ハツ子 （78）

9　区　結城カツエ （92）

10　区　沖津　弘教 （81）

藤　田　公平タニ子 （91）

9　区　鈴木　文子 （94）

諏訪原　林　　美代 （94）

戸籍のまど
２月21日～３月20日受付分

人口と世帯（前月比）
町の人口　8,686人（ー28）

　　　男　4,291人（ー17）

　　　女　4,395人（ー11）

世 帯 数　2,924戸（＋2）

平成28年４月１日現在

▲
�

大
正
14
年
発
行『
最
新
鉄
道
図
』

　�

左
沢
駅
と
荒
砥
駅
の
間
を
結
ぶ
線
は
、

当
時
敷
設
が
計
画
さ
れ
て
い
た「
左
荒

線
」と
思
わ
れ
ま
す

▲昭和18年発行『新版世界現勢大地図』
　幅約２メートルの大きさがあります

編
集
・
発
行
／
大
江
町
役
場
総
務
課

印
刷
・
製
本
／
寒
河
江
印
刷
㈱

平
成
28年
４
月
号
（
№
6
6
2
）

2016年
４
月
1
0
日
発
行

山
形
県
西
村
山
郡
大
江
町
大
字
左
沢
8
8
2
-1

http://w
w
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E
-m
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※掲載を希望しない場合は、

　届け出の際にお申し出ください。


